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教義をたかめ楽しく生活できる平和は町にいたしましょう。(町民滋章より)
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、地道な創作活動を披露した婦人文化祭)



掴

意
見
は
積
極
的

に
町
政
へ
反
映

各
地
区
内
部
談
会
に
は
、
町
長
、
教

育
長
、
各
課
長
が
出
席
。
ま
ず
、
町
長

が
新
年
度
に
お
け
る
米
の
生
産
調
務
に

つ
い
て
の
経
過
を
報
告
し
、
続
い
て
五

十
三
年
度
の
開
発
予
算
と
し
て
国
道

町
の
事
業
に
分
け
て
当
面
の
懸
案
事
項

を
説
明
。
こ
の
あ
と
地
区
内
代
表
が
司

会
に
当
た
り
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
町
理

事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
、
将
来
の
見

若い力で魅力ある町づくり

青空F会議主催の模擬議会

農業や過疎対策で質疑

=====:一一一--=========:::0:.::

の
要
望
が
続
出

12会場に360人

町政懇談会

熱
心
な
話
し
合

い
が
続
〈
金
原
地

区
の
町
政
懇
談
会

干

通
し
に
つ
い
て
直
接
回
答
し
ま
し
た
。

十
二
会
場
で
は
、
依
然
と
し
て
道
路

側
構
内
務
備
に
関
し
た
問
題
が
庄
例
的

に
多
ノ
¥
ま
た
、
河
川
関
係
や
生
活
環

境
内
整
備
に
も
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
一
会
場
お
よ
そ
三
時
間
程
度

の
短
い
時
聞
の
た
め
、
納
得
し
古
い
問

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
で
は
こ
れ
ら

を
尊
重
し
賀
極
的
に
町
政
に
お
り
込
み
、

解
決
し
て
い
〈
方
針
で
す
の
で
、
今
後

と
も
町
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望
は
、

い
つ
で
も
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
も
な
問
題
と
回
答
は
次
の
と
お
り

で
す
。

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
広
〈
聴
取
し
て
明
る

〈
住
み
よ
い
町
づ
く

η
を
ー
と
、
毎

〈〉
町
道
の
維
持

・
管
理
に
つ
い
て
(
全

町
)
l町
内
か
ら
の
道
路
務
備
の
嬰
望

が
多
い
が
、
パ
ラ
ス
入
れ
な
ど
は
痩
μ

実
施
し
て
維
持
に
努
め
る
。
個
々
的
現

状
に
つ
い
て
は
逐
次
建
設
課
に
述
給
さ

れ
た
う
え
、
計
画
的
に
対
処
し
た
い
。

。
国
道
二
七
七
号
線
の
種
川
1
住
吉
聞

の
道
路
改
良
を
早
期
に
(
種
川

)
f
交

通
安
全
上
か
ら
も
実
説
に
つ
い
て
関
係

機
関
へ
強
く
閣
官
製
す
る
。

。
田
代
橋
よ
り
国
道
=
七
七
号
線
の
田

代
線
の
道
路
整
備
を
(
稲
穂
)
』
街
路

盤
術
事
業
で
五
十
四
年
度
か
ら
五
十
五

年
度
を
目
途
に
実
地
し
た
い
。

〈
〉
住
吉
乗
降
場
か
ら
国
道
分
岐
点
ま
で

の
除
雪
と
舗
装
を
(
住
吉

)
f
除
雪
に

つ
い
て
は
実
施
で
き
る
が
、
舗
装
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈〉
市
街
地
の
東
山
手
線
の
側
溝
改
良
を

(
今
金

)
1
市
街
地
内
排
水
は
国
鉄
横

断
を
含
め
総
合
的
に
計
画
し
実
施
す
る
0

0
農
集
電
話
の
解
消
を
(中
里
・
稲
穂
)

M
H
極
川
地
集
は
本
年
度
実
施
す
る
予
定

だ
が
、
花
石
地
集
は
英
利
河
ダ
ム
の
関

自
分
た
ち
に
一
番
身
近
な
町
取
を
勉
強
し
、
次
代
を
担
う
若
者
の
声
を
今
後

の
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
も
ら
お
う
l
と
今
金
町
青
年
金
機
主
催
の
模
擬
町
強

会
が
二
月
二
十
日
、
役
場
会
蛾
場
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
識
は
今
年
て
三

回
目
と
あ
っ
て
、
青
年
模
嬢
織
員
か
ら
は
現
状
の
問
題
点
か
ら
将
来
の
展
望
に

立
っ
た
要
望
や
意
見
を
活
発
に
出
し
合
い
、
あ
す
の
町
づ
く
り
に
か
け
る
若
者

の
心
意
気
を
示
し
ま
し
た
・

こ
の
快
従
議
会
に
は
、
農
協
青
年
部
、

商
工
4
Z
H
H
年
部
、

m
H
年
団
体
協
品
会
、

4
H
ク
ラ
フ
、
伸
林
グ
ル
ー
プ
、
農
協

若
長
会
内
六
回
休
か
ら
二
十
一
人
が
代

表
議
日
H
と
な
り
、
そ
の
中
か
ら
十
四
人

が
町
長
、
教
育
長
に
対
し
て
一
般
質
問

を
A

什
い
ま
し
た
@

そ
の
質
倒
的
お
も
な
内
容
は
、
ま
ず

農
政
関
係
で
は
、

「
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
本
町
で
稲
作
転
換

を
強
い
ら
れ
た
ら
た
ま
ら

な
い
。
将
来
の
展
望
に
立

S
E

っ
た
特
定
作
目
町
選
定
は

一
ど
の
よ
う
な
考
、
ぇ
方
で
決

』
定
し
た
の
か
」
「
町
内
主

E

要
作
物
で
あ
る
男
し
ゃ
〈

4

い
も
の
作
付
面
舵
も
近
年

a
に
な
い
ほ
ど
減
少
し
て
お

d

ヮ
、
新
し
い
作
目

L
出
て

一
い
な
い
。
奨
励
作
物
の
選

一
定
に
あ
た
っ
て
の
流
通
対

策
は
。
機
械
の
導
入
な
ど

の
般
助
は
」
「
酪
底
近
代

鋭
い
質
問
、
意
見
が

一

続
出
し
た
模
綾
町
線
会

一

化
訂
画
に
基
づ
き
町
独
自
の
き
め
事
」
ま

か
い
対
策
を
」
「
薗
州
場
町
賢
備
事
業
に
対

す
る
受
益
者
負
担
の
峰
減
を
L

「
家
苗

市
場
を
開
設
し
て
は
」
「
農
産
物
内
加

工
場
を
設
託
し
て
消
費
の
拡
大
を
図
る

べ
き
だ
」
な
ど
、
一
首
燥
に
対
す
る
悩
み

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
林
業
関
係
で
は
「
本
町
的
自

然
条
件
を
生
か
し
て
森
林
公
園
を
造
成

し
て
は
」
と
い
う
意
見
L
.
さ
ら
に
、

観
光
開
発
や
過
疎
対
策
で
は
「
ス
キ
ー

ツ
ア

l
に
最
適
と
い
わ
れ
る
カ
ニ
カ
ン

岳
を
冬
季
観
尤
面
か
ら
も
大
型
ス
キ

場
と
し
て
開
発
す
る
考
え
は
」
「
工
場

誘
致
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
、
受
け
入

れ
る
般
地
は
確
保
さ
れ
て
い
る
円
か
」

と
い
っ
た
町
づ
〈
り
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
「
瀬
棚
線
貨
物
駅
廃
止
に
対

す
る
こ
れ
か
ら
の
対
策
は
」
「
中
山
半
校

統
合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
地
域
の
特

殊
性
を
生
か
し
た
下
校
が
あ
っ
て
も
良

い
の
で
は
」
と
い
っ
た
当
閲
す
る
問
題

や
ら
、
交
通
事
故
多
発
的
国
道
二
七
七

号
械
の
拡
幅
と
歩
迫
市
位
置
へ
の
要
望
も

あ
り
ま
し
た
。

J
H
年
活
動
的
商
で
は
、
♂
骨
地
区
内
生

年
開
か
れ
て
い
る
町
政
懇
談
会
。

こ
と
し
も
、

一
月
二
十
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
岳
地
区
に
出
向
き
十一一

会
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
合
わ
せ

て
三
百
六
十
人
余
り
の
参
加
者
か
ら

地
域
の
切
実
な
要
望
や
町
づ
〈
り
の

た
め
の
逮
設
的
な
意
見
が
百
七
十
件

余
も
出
さ
れ
ま
し
た。

連
も
あ
り
後
に
延
び
る
見
込
で
あ
る
。

〈〉
防
犯
燈
の
設
置
を

(
英
利
河
・
花
石
・

種
川
・
御
影

)
1攻
地
制
査
検
討
し

た
う
え
で
協
部
設
出
し
た
い
。

。
町
内
会
費
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る

街
路
燈
の
電
気
料
に
つ
い
て
増
額
助
成

を

(今
金

)
l税
在
三
分
内
一
補
助
を

実
施
し
て
い
る
が
、
財
政
的
に
十
分
検

討
し
二
分
の
一
程
度
に

m敵
し
た
い
。

〈
〉
飲
料
用
水
道
の
早
期
実
施
を
(
神
丘
)

u
右
岸
か
ん
ぱ
い
の
計
画
変
更
に
よ
っ

取
り
組
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

〈V
利
別
川
右
岸
地
区
に
簡
易
水
道
の
設

置
を

(住
吉

)
l
五
十
凶
年
度
ま
で
実

施
さ
れ
る
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業
の

計
画
変
更
で
取
り
組
み
た
い
が
、
要
望

も
五
地
区
か
ら
出
て
い
る
の
で
総
合
的

に
検
討
し
た
い
.

。
季
節
保
育
所
の
開
設
を
(
美
利
河
)

H
H
保
育
児
が
十
人
以
上
あ
れ
ば
町
営

と
し
て
実
地
し
た
い
。

。
患
者
輸
送
車
の
運
行
(
神
丘
)
延
長

運
行
を
(
金
原

)
1
運
行
路
線
外
の
た

め
神
丘
は
無
理
で
あ
る
。

卜
十
金
原
会
館

F 

活
館
内
利
用
時
間
告
、
延
長
し
て
ほ
し

い
L

「
青
年
意
謙
の
日
掛
や
よ
り
よ
い
郷

土
づ
〈
り
の
た
め
に
も
市
街
地
背
年
内

組
織
化
を
図
る
べ
き
だ
」
「
総
合
体
育
館

内
利
用
が
一
部
町
民
に
悶
定
化
さ
れ
て

い
な
い
か
L

な
ど
、
若
者
ら
し
い
意
見

も
固
ま
た
、
女
子
議
貨
か
ら
「
国
保
病

院
の
改
築
促
進
と
歯
科
、
小
児
科
、
婦

人
科
の
関
説
・
保
育
料
の
軽
減
」
に
つ

③ 
⑧ 
⑧ 

ま
で
は
時
間
併
を
検
討
し
て
配
面
す
る
。
2〔

〈
〉
体
育
館
利
用
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
巡
週

車
の
配
置
は
(
花
石
)
n
H
現
有
阜
、
パ

ス
な
ど
に
よ
り
期
待
に
応
え
た
い
。

〈
〉
光
台
ス
キ
l
場
を
町
営
に
(
光
台
)

1
本
年
度
で
御
影
か
ら
通
じ
る
林
道
を

整
備
す
る
主
ど
交
通
網
を
確
保
す
る
。

。
田
代
土
露
の
交
通
標
識
が
不
足
で

危
険
だ
が

(
稲
穂

)
1検
討
の
?
え
公

安
委
民
会
に
佐
世
方
を
要
望
す
る
。

〈
〉
種
川
に
湧
出
し
て
い
る
温
泉
を
豊
寿

園
の
温
泉
施
設
と
し
て
利
用
促
進
を
、

ま
た
、
余
剰
湯
量
の
活
用
は
(
種
川
)

l
本
年
度
に
も
う
一
本
ポ
リ
ン
グ
の

予
定
が
あ
る
内
で
、
そ
円
結
果
を
み
て

総
合
的
な
利
用
を
検
討
し
た
い
。

〈
〉
商
庖
街
振
興
の
た
め
に
も
旧
登
記
所

跡
地
の
早
期
利
用
を
(
今
金
)
H
H
町
民

セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
及
び
駐
車
場
が
狭

あ
い
な
の
で
、
総
合
的
に
利
用
計
画
を

早
急
に
樹
立
し
た
い
。

〈
〉
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
塾
備

を
(
八
東
・

鈴
金
・
南
岸

)
1
整
地
に

パ
ラ
ス
が
必
要
主
ら
配
慮
す
る
.
南
岸

は
近
々
の
側
溝
が
あ
り
‘
土
現
と
協
議

し
て
駐
車
場
を
硲
保
し
た
い
。

。
八
東
地
区
ご
み
捨
場
の
正
し
い
利
用

を
(
八
束
)
日
巡
慌
時
的
路
ト
夜
来
や

投
棄
の
注
+
百
乞
町
民
に
呼
び
か
け
る
。

〈V
農
耕
地
区
各
戸
に
お
け
る
火
災
時
の

水
利
計
画
は
(
種
川

)
l
消
防
支
署
内

水
利
計
画
に
そ
っ
て
整
備
さ
れ
る
が
、

各
戸
町
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
消
防
支

署
と
十
分
協
議
し
対
処
願
い
た
い
。

、』ノノ

い
て
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
問
に
対
し
て
町
長
、
教

育
長
は
、
現
状
の
問
題
点
を
提
示
し
な

が
ら
、
将
来
的
展
望
に
つ
い
て
回
答
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
難
問
だ
け
に

町
長
は
「
哲
年
内
白
か
ら
結
集
さ
れ
た

町
づ
〈
り
の
意
見
を
賀
能
的
に
取
り
入

れ
、
今
後
の
町
政
に
反
映
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

:
f
e
z
-
い
一
遂
挙

明るい選挙啓発 ・書き初瓦7

今
金
町
選
挙
管
理
委
貝
会
が
募

集
し
ま
し
た
明
る
い
選
挙
啓
発
円

借
き
初
め
は
、
八
校
か
ら
六
十
七

点
が
集
ま
り
、
審
査
内
結
川
市
入
選

作
は
次
的
迎
。
決
ま
り
ま
し
た
。

マ
最
優
秀
賞
菊
地
千
春

(金

収
中
三
)
守
優
秀
賞
町
橋
稚
華

子
(
今
金
小
三
)
辻
直
手
(
問
)
森

山
美
樹
(
同
凶
)
背
仮
登
志
恋
(
住

吉
小
五
)
渡
辺
孝
博
(
同
六
)
守

佳
作
た
か
は
し
ひ
ろ
し

(今
金

小

こ

森
山
ひ
で
き
(
同
)
辻
浩

一

(回

乙
背
鹿
亮

(回
二
)
藤
井

さ
と
み
(
舶
川
小
三
)

西
野
雅
子

(
神
丘
小
三
)
門
間
奈
緒
美
(
鶴
川

小
四
)
向
井
芳
子

(住
吉
小
五
)

田
中
秀
加

(神
丘
小
六
)
佐
竹
卓

(中山占
申
士
一
)
優
秀
賞
の
お
友
だ

ち
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

( [ 

玲
北
長
崎
掠

明

ea町
;長.
4務i3 

( 3 J 



意見発表やレク大会で交流

開
基
一八
十
周
年
・
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
行
事
と

L
U企
画
さ
れ
た
背
年
会
議
主
催
の
郷
土
を
築
く
青
年

大
会
が
二
月
二
十
六
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
賀
年
会
議
会
員
が
一
堂
に
集
ま
り

日
ご
ろ
の
実
践
に
基
づ
く
古
昆
を
交
一
換
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
よ
町
づ
く
り
研
修
と
仲
間
づ
〈
り
交
流
u

を
大

会
テ

1
7
に
町
内
か
ら
三
百
人
的
青
年
、
婦
人
が
参
加

し
ま
し
た

午
前
中
は
、
六
団
体
的
七
人
が
「
私
の
望
む
郷
土
の

奈

U
商
工
青
年
部
・
南
川
勝
己
さ
ん
」
「
今
金
町
の
青
年

と
し
て
尽
つ

l
町
連
背
一
上
田
喜
三
雄
さ
ん
」
「
農
業
に

誇
り
を
も
っ
て
生
き
た
い

1
4
H
ク
ラ
ブ
・
小
岩
石
市
明

ト
ん
」
「
牒
業
に
尽
ワ
H

町

連
H

・
飯
田
卓
治
さ
ん
」
「
農

業
婦
人
と
し
て
考
え
る

1
事

会

川

占

干

さ

ん

L

「
牒
家
に
嫁
い
で
H
M
若
妻
会

・
タ
下
美
恵
さ
ん
」
「
股

業
の
発
展
と
町
づ
く
り
H
農
協
青
年
部
E

日
程
信
幸
守

ん
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
!
?
に
つ
い
て
意
見
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

車l司終請書道官'U
宅iJつιリ州事ヒ叩
t 仲1古14 ~'1

/
神
丘
眺
区
の
一
般
電
話

3
月
日
日
か
ら
開
通

神
丘
地
区
的
地
域
集
団
屯
語
百
五
十

五
台
が
一
般
電
話
に
切
り
替
え
ら
れ
、

=
一
月
十
六
日
午
後
二
時
二
十
分
か
ら
開

通
し
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
二
局
の
七

0
0
0番
台
内
電
話
同
番
号
が
す
べ
て

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

神
丘
地
区
内
地
域
集
団
屯
話
は
、
昭

和
四
十
二
年
度
か
ら
市
街
地
周
辺
聾
措

J
泡
徳
教
育
実
践
校
の

今
金
中
が
全
道
表
彰

「
心
些
か
で
た
く
ま
し
い
生
徒
づ
く

り
」
を
A
E
一一
百
業
に
道
徳
教
育
の
充
実
に

取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
た
今
金
中
学

午
後
か
ら
は
、
北
海
道
未
来

総
合
研
究
所
長
、
原
勲
氏
が
「
南

北
海
道
の
産
業
振
興
と
町
づ
く

加
り
-
と
題
し
て
日
本
経
済
の
動

時
向
か
ら
地
域
的
農
業
の
あ
り
方

は
に
つ
い
て
講
演
。
続
い
て
レ
ク

帥
リ
ェ

i
ン
ヨ
ン
に
移
り
、
に
ぎ

地
や
か
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
聞
か

に一

れ
、
若
い
仲
間
か
ら
盛
ん
な
拍

山
内
手
や
声
援
が
と
び
合
っ
て
い
ま

小

し
た
。
の
ど
自
慢
の
審
査
の
結

引
巣
は
団
体
内
部
は
①
農
協
青
年

町

都
②
4
H
ク
ラ
ブ
金
事
会
‘

個
人
的
部
で
は
、
農
協
青
年
部

の
村
本
照
光
さ
ん
が
「
ム
丞
レ

コ
ド
大
叫
L

を
槌
伴
し
ま
し
た
。

の
電
詰
難
キ
」
解
消
す
る
た
め
に
設
置
き

れ
た
も
円
で
す
が
、
そ
の
後
五
滑
車
問
袋

町
増
加
に
伴
い
緊
急
時
円
使
用
に
対
応

し
き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
昨
年
十
月

か
ら

一
般
単
独
屯
前
へ
の
切
り
替
え
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

立
金
祭
器
局
で
は
、
今
回

一
般

芯
語
に
変
更
さ
れ
た
百
五
十
五
台
の
屯

話
番
号
表
を
全
町
に
配
布
し
た
ほ
か
、

局
窓
口
に
も
用
喧
し
、
「
番
号
は
よ
く

疎
か
め
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

校
(
蝦
名
義
主
校
長
)
が
昭
和
五
十
二

年
度
の
道
教
育
実
践
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。今
金
中
学
校
は
、
昭
和
四
十
七
年
度

か
ら
生
徒
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
た
め

の
教
育
に
重
占
を
誼
い
て
研
究
、
四
十

八
・
四
十
九
年
度
の
二
年
間
は
文
部
省

の
道
徳
教
育
研
究
指
定
校
と
し

て
、
教
職
只
が
道
徳
教
育
の
望

ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
、

五
十
・
五
十

一
年
度
は
町
内
道

徳
教
育
指
定
校
と
し
て
実
践
研

究
を
続
け
ま
し
た
。
特
に
五
十

一
年
度
に
は
、
先
生
た
ち
が
独

自
の
道
幅
読
み
物
丘
料
集
「
し

ら
か
ば
」
を
発
行
し
て
生
徒
た

ち
の
責
任
感
や
正
義
、
忍
耐
と

い
っ
た
考
え
方
や
感
じ
方
を
指

導
す
る
な
ど
、
道
徳
教
育
内
実

践
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

道徳資料を手に話し合う先生たち

第
一
回
の
郷
土
を
築
く
青
年
大
分
て
は
六
団
体
の
代
表
七
人
が
熱
心
に
意
見

発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
日
置
信
幸
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す。時
議
mm
穏
怨
附
符
ω制

農

協

青

年

部

私
が
牒
協
青
年
部
の
立
場
か
ら

こ
こ
に
古
鬼
を
発
表
す
る
に
当
り

我
々
民
協
青
年
部
門
綱
領
を
ま
ず
、

皆
さ
ん
に
理
解
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の

一
つ
は
、
我
々
は
民
業
協
同

組
合
同
本
質
と
実
践
を
究
明
し
牒
協

運
動
の
先
極
者
に
な
る
。
二
つ
は
、

我
々
は
政
治
的
自
覚
を
高
め
農
民
生

活
の
安
定
を
目
指
す
。
民
王
的
股
業

政
策
的
確
立
に
努
め
る
。
三
つ
は
、

我
々
は
青
年
の
情
熱
と
協
同
町
力
を

持
っ
て
農
業
の
近
代
化
を
促
進
し
理

想
段
村
を
建
設
す
る
。

この一
二
つ
を
端
的
に
言
い
ま
す
と

正
し
い
農
協
連
晶
、
民
主
的
股
業
政

策
、
理
想
的
決
村
建
設
的
確
立
に
努

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
家
経
済
が

向
上
し
、
そ
れ
に
よ
り
農
協
経
営
が

良
く
な
り
、
そ
こ
に
働
く
従
業
員
給

与
体
係
も
良
〈
な
り
ま
す
。
一
方
で

は
住
宅
建
築
、
作
業
場
建
築
が
促
さ

札
、
商
品
購
先
力
が
泊
、
ぇ
商
活
経
営

も
向
上
し
ま
す
の
で
商
工
業
者
向
経

済
も
向
上
し
、
そ
こ
に
働
く
従
業
員

の
皆
さ
ん
の
生
活
も
向
上
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
町
全
体
が
盟
か
に

な
り
、
福
祉
内
向
上
に
つ
な
が
っ
た

盟
か
な
A
7笠
町
が
生
ま
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
フ
か
。

そ
こ
で
、
私
は
州
且
か
な
町
づ
く
り

の
た
め
に
は
農
業
の
発
展
が
よ
り
一

岡
山
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
そ
し
て
町
独
自
の
思
い
き
っ

た
農
業
政
策
を
強
固
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
強
く
訴
え
た
い
の
で

す
。
私
が
考
え
ま
す
民
業
政
策
と
し

て
は
ま
ず
本
町
に
お
け
る
農
業
地
域

指
標
を
早
急
に
作
成
し
、
合
わ
せ
て

農
業
向
発
展
の
基
礎
と
な
る
土
地
基

盤
繋
怖
を
促
進
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
本
町
の
基
盤
整

備
は
他
町
に
比
べ
遅
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
そ
の
理
由
に
は
農
家
内

向
芯
が
な
さ
れ
な
い
為
も
あ
り
ま
す

が、

uHM
家
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
な

の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
基
盤
授
備
に
は
、

国
道
の
補
助
が
あ
っ
て
も
良
家
個

人
的
負
担
は
ば
く
大
な
も
の
で
す
。

現
在
の
よ
う
な
長
期
に
渡
っ
て
休
耕

日

置

信

幸

め
る
と
一
百
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
我
々
の
目
指
す
農

協
運
営
、
農
業
政
策
、
幸
町
の
良
村

の
現
状
は
い
っ
た
い
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
目
的
農
協
運
営
の
面
で
は
、
従
来

的
高
度
成
長
時
代
の
波
に
の
っ
て
、
股

協
は
確
か
に
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
協
同
組
合
の
目
指
す
民
家
経

済
的
向
上
に
ど
れ
だ
け
寄
与
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
高
度
成
長
時

代
的
波
に
の
り
企
業
的
目
的
を
重
ん
じ

て
大
き
く
な
り
、
現
在
で
は
一
転
し
た

低
経
済
的
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
事
業
の

い
き
づ
ま
り
か
ら
雇
用
者
が
あ
ふ
れ
、

い
き
づ
ま
っ
た
企
常
蓬
営
の
さ
さ
し
が

農
協
に
も
表
れ
始
め
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
正
し
い
民
協
運
営

が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

一
つ
的
証
拠

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
一
つ
田
町
民
主
的
股
業
政
策
の
面
で

は
、
米
の
過
上
並
産
に
よ
る
減
反
政
策

更
に
は
国
際
収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に

よ
る
良
吉
産
物
の
輸
入
泊
加
な
ど
、
緊

迫
し
た
情
勢
町
中
に
あ
っ
て
多
少
な
り

、‘降、ふ

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
加
え
て
国
際
収
支

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
県
高
産
物
の

輸
入
が
増
加
さ
れ
よ
う
と
す
る
先
行
不

安
な
良
晴
稽
勢
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
私
が
思
う
に
は
、
こ
の
よ

う
な
緊
迫
し
た
情
勢
で
あ
る
が
ゆ
え
に

基
盤
整
備
は
必
袈
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
地
々
農
業
を
取
り
ま
く
情
勢

は
厳
し
〈
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
‘
生
産

者
の
為
に
も
消
費
者
向
為
に
も
守
り
ね

A
U

，
 

品目磁波r;土
生 E く

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食
管
制
度
だ
っ

て
、
い
つ
く
ず
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の

で
す
。
現
に
米
円
価
格
に
も
表
れ
て
い

る
ょ
っ
に
、
政
府
は
食
管
に
よ
る
赤
字

を
年
々
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
し
、
ま

た
、
貝
入
限
度
数
訟
を
定
的
、
余
り
米

は
自
主
流
通
米
と
し
、
買
い
上
げ
て
は

く
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
消
費
者
と
生
産
者
側
の
圧
力
に
よ
り

く
ず
す
こ
と
の
出
来
な
い
食
管
制
度
を

序
々
に
序
々
に
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
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と
も
民
主
的
な
股
業
政
策
が
な
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

三
つ
目
の
理
想
農
村
建
設
の
面
で

は
、
一
吾
、
つ
ま
で
も
な
く
、
減
反
政
策
的

渦
の
中
に
あ
っ
て
、
休
耕
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
農
業
就
労
者
の
出
稔
ぎ
が

増
え
続
け
て
い
る
現
状
で
は
‘
間
違

が
っ
て
も
理
想
な
牒
村
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
で
は
、
我
々
は
こ
の
三
つ
の

目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
努
力
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

カ

私
は
こ
の
大
会
的

『
町
づ
く
り
研

修
と
仲
間
づ
く
り
交
流
を
』
と
い
う

大
会
テ
!
?
に
そ
っ
て
、
町
づ
く
り

と
い
う
函
か
ら
、
農
業
に
携
わ
る
者

と
し
て
今
金
町
の
股
業
的
発
展
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
め
通
り
本

町
的
基
幹
産
業
は
牒
業
で
す
。
同
肱
業

の
発
展
な
く
し
て
よ
り
良
い
町
づ
く

り
は
考
え
ら
れ
主
い
か
ら
で
す
。

い
く
ら
商
工
業
者
が
庖
舗
を
大
き

く
良
く
し
て
も
、
買
物
客
が
増
、
之
、

ま
た
、
貨
物
容
の
ふ
と
こ
ろ
が
こ
え

な
く
て
は
商
品
販
売
は
伸
び
ま
せ
ん

し
、
い
く
ら
福
祉
の
向
上
を
呼
び
か

け
て
も
、
限
ら
れ
た
財
政
で
は
哀
の

福
祉
向
上
は
期
待
出
来
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
基
礎
的
無
い
住
宅
が
土
台
か

ら
腐
り
柱
が
折
れ
、
崩
れ
落
ち
て
い

く
よ
う
な
も
の
で
す
。
つ
ま
り
本
町

の
場
合
、
法
幹
産
業
向
農
業
が
発
展

\~ 

る
表
れ
で
す
。
低
経
済
の
現
在
、
国

償
依
存
度
が
高
ま
る
国
の
財
政
の
中

で
、
食
管
内
日
用
と
水
田
総
合
利
用
対

策
費
用
を
い
つ
ま
で
も
出
し
続
け
ら

れ
る
だ
ろ
、
っ
か
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
考
え
れ
ば
考

え
る
ほ
ど
、
行
先
不
安
に
追
い
や
ら

れ
る
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
町
独
自
の
作
目
別
農
業
地
域

指
標
を
作
成
し
基
盤
と
安
定
を
図
り
、

先
行
不
安
な
股
業
悩
勢
に
対
処
し
得

る
基
礎
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
訴
え
た
い
の

で
す
。最
後
に
基
盤
的
世
備
に
対
し
て
は
せ

め
て
農
家
負
担
の
う
ち
、
公
共
性
を

持
つ
股
辺
町
分
だ
け
で
も
財
政
的
援

助
を
ほ
ど
こ
す
よ
う
、
町
に
要
一
望
す

る
と
共
に
、
米
だ
け
に
頼
ら
ず
、
今

金
が
誇
之
丞
男
爵
に
継
ぐ
新
し
い

特
産
物
を
見
い
出
し
て
行
く
-
」
と
も

町
独
自
の
民
業
地
域
指
標
作
成
に
お

い
て
世
」
思
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研

究
淑
題
で
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
、

よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
町
が

先
頭
に
立
ち
、
町
民
の
理
解
を
得
て

農
協
、
普
及
所
、
農
業
委
頁
会
ら
の
関

係
機
関
と
と
も
に
農
業
内
発
展
に
取

り
組
む
よ
う
強
く
訴
え
、
皆
さ
ん
と

共
に
、
}
う
し
た
交
流
町
場
か
ら
理
解

を
深
め
合
い
な
が
ら
未
来
的
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
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国
民
年
金
の
保
険
料

四
月
か
ら
二
千
七
百
三
十
円
に

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
歳
を
と
っ

た
り
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
母
子
世

帯
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
支
給

し
て
、
生
活
円
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
活
水
準
そ
の
他
の
諸

事
情
に
変
動
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
年

金
頭
を
み
な
お
し
、
そ
の
充
実
改
善
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

年
金
給
付
の
財
源
は
、
加
入
者
が
納

付
し
た
保
険
料
の
積
立
金
と
国
庫
負
担

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
を
ま

か
な
う
財
政
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ

受
給
者
も
少
な
〈
、
加
入
者
八
人
に
受

給
者
一
人
の
割
合
と
な
り
、
比
較
的
余

裕
が
あ
る
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
近
い
将
来
受
給
者
が
急
激
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
財
源
は
今
か
ら
準
備
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
町
中
で
、
現
在
的

給
付
水
準
を
改
普
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
将
来
、
よ
り
多
い
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
ど
う

し
て
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
保
険
料
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の

急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

毎
年
段
階
的
に
引
き
上
町
が
行
わ
れ
て

お
り
、
昭
和
五
十
二
年
も
四
月
分
よ
り

月
額
二
千
七
百
三
十
円
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
付
加
年
金
制
の
保
険
料
は

従
来
ど
お
り
月
額
四
百
円
で
す
。

-v
福
祉
年
金
の
支
払
期
月
が
変
更

福
祉
年
金
の
支
払
期
月
が
変
更
き
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
一
カ
月
早
ま
り
、
四
月
、
八

月
、
十
二
月
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
払
の
開
始
日

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
六
日
か
ら

十
一
日
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
ん
ど
支
払
わ
れ
る

四
ヵ
月
分
(
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
三

月
ま
で
の
分
)
に
つ
い
て
は
、
四
月
十

一
日
か
ら
年
金
円
支
払
が
受
け
ら
れ
ま

す。，，， 就
労
前
に
加
入
を

出
稼
労
働
者
の
傷
害
保
険

町
で
は
出
稼
労
働
者
が
、
就
労
先
で

死
傷
病
な
ど
の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
‘

弔
慰
金
、
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
る
共

済
制
度
(
傷
害
保
険
)
を
設
け
、
掛
金

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

傷
害
保
険
の
契
約
金
額
は
、

一
人
に

つ
き
五
十
万
円
か
ら
三
百
万
円
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
契
約
の
期
間
は
一
ヵ
月

以
上
一
年
未
満
の
範
囲
で
、
そ
の
方
向

住居を建てたとき

買つだときにかかる税金

まず、 rl'!l紙税」があります。

完貨が成立したとき、売買契約性

を作りますが、これには取引額に

応じた金額の印紙をはらなければ

なりません.その税額i志、たとえ

ば取引額が5百万円から l千万同

までの場合は 5万円、 l千万円か

ら5千万円までは 1万円となって

います.

つぎは「登録免許税」ですa

登記をするときに、原11'1とLて
現金で納めます。たとえば、所有

権保有登記は新築町場合が子分向

6、所有権移転登記!立、売買の場

合が千分町50、相続的場合は子分

の6、遣問、附与は千分的25、低

当権設定畳記は千分の4、仮登記

は子分の 6です。

それに r不動産取得税」があり

ます。

これは、不動産を取得したとき

にかかる税金で、税務事務所また

は町村役場に申告します。この申

告に基づいて納税通知書が送られ

てきたときに納税します。

土地は10万円家屋は新築が23

万円以下のときは税金がかかりま

せん。

( 6 ) 

税の知識就
労
予
定
月
数
に
よ
り
任
意
に
選
択
し

て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掛
え
金
は
、
保
険
金
五
十
万
円
、
加

入
月
数

一
ヵ
月
で
二
百
八
十
円
、
加
入

月
数
八
ヵ
月
で
は
‘

二
千
二
百
四
十
円

の
保
険
料
に
な
り
ま
す
が
、
町
で
は
加

入
者
に
対
し
保
険
金
主
十
万
円
、
加
入

期
間
八
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
掛
け
金
町

一一一

O
%
(道
も
三

O
%
)
を
補
助
し
て

い
ま
す
の
で
、
自
己
負
担
は
四

O
%の

八
百
九
十
六
円
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

す。
ま
た
、
町
に
は
季
節
的
に
町
内
外
で

就
労
す
る
人
が
約
千
人
を
数
え
て
い
ま

す
が
、
町
職
業
援
護
相
談
所
や
職
安
を

通
さ
ず
に
就
労
し
、
賃
金
不
払
い
な
ど

の
雇
用
を
め
ぐ
る
f
ラ
プ
ル
も
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
出
稼
さ

に
行
く
前
に
は
必
ず
職
業
援
護
相
談
所

(
役
場
商
工
観
光
課
)
で
出
稼
労
働
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
有

利
な
傷
害
保
険
制
度
へ
加
入
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

業主は関係:虫類を持参のうえ申告

くださも」

.人権擁護委員制度30周年記念全

国写真コンテストの作品を募集

おはよう、こんにちは、こんば

んは こんな簡単な言葉から、

生き生きしたコミュニケーンヨン

がはじまります。ひと声かけあっ

て、住みよい社会をつくりましょ

九家腔でも、職場でも 学校てー

も一心うちとけた泣かな 人)lJ]関係

をいつも持ちつづけたいものです。

それがひいては、基本的人権が十

分に保障された明るく住みよい社

会へつながる道となります。法務

局と人権擁護委nは 「対活によっ
て明るく住みよい社会をつ〈る」

ために活動 Lています。

あなたのまわりの、対話を見つ

けて明るい社会がほのぼの目に浮

かぶ、そんな風景を写真に搬って

送って〈ださい。

砂テ 7~対話 砂サイ ズー白黒

は六切以上、カラ はEサイズ以

上砂 しめきり ~53年 4 月 15 日

砂応募作品の占数は制限ない。作

品には悶名、 4五Ht~ 目、抽u世場所、

氏名、年齢職業、住所を明記

~1t 特賞 1.~.;: 5万円の他45点

に賞金及び副賞。

砂送り先 干100東京都千代田区院

が閥1-1- 1法務省人権擁l理局人

権擁護官El白一室へ砂その他詳しく
は役場町民課へおたずねください。

い。ま た、売口などで所有者向名

義変更や住所が変わった場合も届

け出が必要です。軽自動II1や三輸

の小型自動車は函館陸辺事務所で

手続き Lて〈ださい。

.戦{軍需者の国鉄無賃扱いが拡大

このたび峨傷病者特別I{，直法の

一部が改正され、昭和53年 2月 1

日から問主的率引立が第 3目症及び

第4目症の峨傷病者に対しでも

国鉄の鉄道、辿絡船への乗車及び

来船が年11ごとに 2回だけ蛙17の

取抜いを認めることになりま Lた。

該当する方は次の書類を持参内

うえ申Jtiしてください

b公務上の傷病については傷病型

給寺町裁定を受けていない者が

戦傷病者手帳の交付を受けよう

とするときは戦傷病者手l限交付

申，mが必要です。
(1)申Jfl当時における降告が公務上
のfsヲ可によるものであることが

認められる出類

(2)戸籍抄、本 I通写真 1枚、印鑑

そ町1t!lくわしいことは行ttJ，~弘司剖

古車てヨご利lJ炎〈た'さ L、。

.労働保険の年度更新手続きを

昭和52年度に納付した概算保険

料を柏市却するための確定保険料と

53年皮肉概算保険料内申告、納付

期限は、毎年5月15日です。

函館労働法準監督署では、その

申告性作成の指導相談を 4月27日

今金商工会で聞きますので町内.;;:).';

予ヨ~.
s 

圃今金 Lぐれがレコードに

今金町l間基80周年を記念して作

られた「今金しぐれ」と「今金甚

1')Jカ¢レコ ドになりま Lた。

どちらも 函館市町民話研究家

田原賢戸さんが作詞作IlfiLたL

ので、米どころ ー今金町よさを1u'
緒盟かに表現した歌詞を「今金し

ぐれ」は佐々木基附「今金甚句」

は三詰I一子、高橋よし干さんの 2
人がII.Qっています。

レコードはステレオ <45RPM>

ド ナッ版で町が日本コロンピア

に依頼し全部で 1千枚を製作、う

ち 800枚を 1枚 300円で町民に販

売しました。現在、多少残数があ

ります町で希望者は役場企画~*へ
申し出ください。

.廃車届を Lないと税金が
廃車届をしないと そ町車にま

た税金がかかります図乗らなくな

ったハイク 、使えなくなった耕迎

機などがありましたら、 3月31日

までにヅンノぐーフ.レー トをもって

役場税務諜で廃車屈を Lて〈ださ

γ

護一

!jill 

地
域
ぐ
る
み
の
体
力
づ
く
り
に
励
む

⑮
 
⑧
 

⑧

運

動

不

足

に

な

り

が

ち

な

牒

お
)
閑
期
の
体
力
づ
く
り
と
地
域
ぐ

V
ハ
る
み
の
親
陸
を
図
ろ
う
!
と
、

ぽ
¥
八
束
述
合
部
落
会
で
は
、
新
年
か

ら
ス
ポ
l
ソ
振
興
部
会
を
設
置
し

て
資
極
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

八
束
連
合
部
落
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
会

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

V
イ
モ
ヅ
ル
方
式

「
ま
た
、
テ
ス
ト
八
十
占
、
じ
ゃ
な
い
の
。

こ
笠
刑
の
テ
ス
ト
も
、
で
き
だ
、
で
き

た
と
い
っ
て
、
八
十
三
占
で
し
ょ
う
」

「
、
}
ん
ど
が
ん
ば
る
よ
」

「
今
度
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

勉
強
だ
け

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
ヨ
。
お
へ
や
円
強
理

で
も
、
そ
う
で
す
ヨ
」

「お
へ
や
の
こ
と
な
ん
か
、
い
わ
な
〈

て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
L

「
い
い
た
く
主
り
ま
す
ヨ
。
な
ん
で
も

身
が
は
い
ら
な
い
の
ネ
」

こ
れ
が
イ
モ
ゾ
ル
方
式
で
す
。
つ
い
で

に
い
ろ
い
ろ
関
係
づ
け
て
追
い
込
み
た

く
な
る
の
で
す
。

マ
オ
シ
ツ
ケ
方
式

「
し
ゅ
く
だ
い
や
っ

た
か
ら
遊
び
に
行

っ
て
も
い
い
」

「
い
い
け
と
、
本
だ

け
読
ん
で
遊
び
に
行
き
な
さ
い
」

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
い
出
し

マ
栗
山
幸
雄
さ
ん
(
東
町
)
は
一
人
暮

ら
し
老
人
家
庭
的
宮
お
ろ
し
を

一
日
労

力
奉
仕
マ
沼
田
広
さ
ん
(
八
幡
町
)
は

岳
瑛
祝
返
し
を
や
め
て
二
十
万
円
を
光

の
星
学
問
ヘ
マ
大
倉
啓
太
郎
さ
ん
(
昭

和
町
)
は
一二
千
円
を
光
の
里
学
国
へ
。

¥ー/

い
ま
す
。
一
回
目
の
事
業
は
、
昨
年

完
成
し
た
八
束
生
活
改
普
セ
ン
タ
ー

で
カ
ル
タ
大
会
を
開
催
。
家
族
ぐ
る

み
で
二
百
人
近
く
も
集
ま
っ
て
大
に

ぎ
わ
い
。
次
ぎ
は
広
い
総
合
体
育
で

ス
ポ
ソ
を
と
、
三
月
五
日
に
ミ
ニ

運
動
会
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
だ
体
育

館
に
来
て
い
な
い
人
が
大
ヰ
な
だ
け

に
百
三
十
人
が
参
加
。
州
問
削
滑
な
ポ
ー

ル
投
げ
ゲ

l
ム
(
写
真
)
か
ら
ド
y

チ
ポ

l
ル
に
汗
だ
く
で
官
戦
。
部
会

長
の
波
岐
誠
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
熱

心
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
の
で
大
に

ぎ
わ
い
で
す
。
今
年
の
町
民
体
育
祭

に
は
大
選
手
団
を
編
成
し
て
初
優
勝

を
」
と
体
力
づ
く
り
の
輪
は
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
大
き
く
広
が
り
そ
も
つ
だ
。

「
で
も
、
き
ょ
う
は
土
附
日
だ
か
ら
い

い
で
し
ょ
う
L

「
土
附
日
だ
か
ら
、
宿

題
だ
け
で
い
い
コ
ト
あ
り
ま
せ
ん
ヨ
」

こ
れ
が
オ
ン
ソ
ケ
方
式
で
す
。
子
ど
も

の
心
円
動
き
や
、
計
画
に
つ
い
て
は
、

い
っ
さ
い
聞
き
入
れ
主
い
考
え
方
で
す
。

オ
シ
ソ
ケ
方
式
は
手
軽
で
す
が
、
自
主

性
は
絶
対
に
育
ち
ま
せ
ん
。

-v
ノ
パ
ナ
シ
方
式

「
そ
ん
な
に
遊
び
た
い
な
ら
、
好
き

に
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
」

「そ
ん
な
ら
、
遊
ば
な
い
ヨ
L

「食
べ
な
い
の
?
そ
ん
な
に
テ
レ
ビ
見

た
い
な
ら
、
食
べ
な
い
で
い
い
で
す
ヨ
」

「
わ
か
っ
た
ヨ
。

食
べ
る
ヨ
」

こ
れ
が
ノ
パ
ナ
ン
方
式
で
す
。
投
げ
出

し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
子
ど
も
を

動
か
そ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。

「
ナ
ゼ
L

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
前

に
、
「
や
ら
な
い
と
し
か
ら
れ
る
」
と

い
う
考
え
方
が
、
子
ど
も
の
身
に
つ
く

の
で
す
。
ど
の
方
式
も
あ
ま
り
感
心
し

な
い
で
す
ネ
。
(
家
庭
教
育
フ
ソ
ク
参
考
)

(神
丘
小
学
校
長
西
星
点
菰
)

二
千
円
を
小
百
合
保
有
国
へ

-
四
月
の
休
日
当
番
医
・

2 
日

今
金
町
岩
間
医
院
宮
口口口豆七

今
金
町
古
田
医
院
宮
口
冨
-一回

瀬
棚
町
惜
崎
医
院
E

E百
三

北
楠
山
町
平
医
院
宮
岡
き
二

今
金
町
国
保
病
院
E
口
-
一
三

北
楠
山
町
国
保
病
院
宮
岡
圭
一
一一
( 7 ) 

9 
日

30 29 23 16 
日日日日



緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

③ サ
ル
ビ
ヤ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、ダ
リ
ヤ
、

百
日
草
、
ナ
デ
シ
コ
な
ど
が
晩
秋
こ
ろ

ま
で
映
か
せ
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

妙
ん
t
ア

言、

了

長
官

1 
7 

キ
、
/
セ
‘
/
ム
川

スイ
l
L
7リ
ザ
A

a勝，r在:.:::"._~革、

{!tがミヂ、

-
親
と
子
が
楽
し
く
コ
ー
ラ
ス

F

「親
と
子
が
す
楽
を
通
じ
て
む
つ
み
合
い
、
怖

感
を
交
流
し
よ
う
」
と
今
金
小
学
校
内
第
六
回
親

と
子
町
音
楽
会
が
三
月
五
日
今
小
体
育
館
で
聞
か

れ
た
。
こ
の
音
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。
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比べて
人口 9，461(十9) 
Yl 4，638(+7) 
女 4，823(+2) 
世帯 2，670(-4 ) 
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